
はじめに 重点施策

総会へのお誘い基本方針

　３月１１日に発生した東北地方をはじめとする東日本大震災の悲惨
な被害状況。私たちはこれを現実のものとして受け止め、日本の復興
に全員で力を合わせましょう。被害に遭われた会員を含め、多くの被災
者に心からお見舞い申し上げます。
　私たち校友会山桜会も、心を取り直し、役員改選を経て、今年４月
から、新らしい陣容で出発することになりました。

　連携を深めよう　山桜会
山桜会にとっては、永遠のテーマでもあります同窓の連携強化。これ
に再びチャレンジします。３名の新副会長、６名の新委員長とともに。
　新委員長には、３０歳前後の２名の若手委員長、４名の女性委員
長が誕生しました。いままでの副会長・各委員長による後方支援体制
もお約束いただきました。
　いうまでもなく、校友会山桜会は、追手門学院卒業生の同窓会
組織です。
　創立１２３年を迎える学院の歴史と、追手門学院独自の校風が
生み出した卒業生には、温かい連帯感が芽生えています。
　私たち校友会山桜会は、同窓の連帯をさらに強固にする役割を
担っています。岩盤の追手門人脈を形成する使命があります。
　そのためには、同世代間のみならず、世代を超えた連携が必要です。
シニア・女性・若手との連携も。
　校友会山桜会は、卒業生の連携により、母校追手門学院の発展
を全面バックアップしていきましょう。そして、学院との連携、学生との
連携を通じ、より大きな社会貢献をめざしていきたいと考えています。

　今期の目標は、次の山桜会を担う若手役員の育成に全力を挙げ
ます。
　同時に、若手会員、女性会員、シニア会員の幅広い結集により、
同窓会サポート委員会を目玉とする同窓会支援体制を展開します。
もちろん、今まで以上に楽しさを前面に押し出した山桜会活動を繰り
広げたいと思います。

　山桜会総会は、すべての
会員を対象とした最も重要
なイベントです。
昨年度から、山桜会総会で
は、４０歳同窓会を併設して
います。
　働き盛りの４０歳。普段
のお仕事に追われて、卒業
以来、同窓会どころでない、
という方が多いと思います。
しかし、この際、追手門人脈
を活用してください。同窓
会の楽しみを味わいつつ、
人生の年輪を深めていた
だきたいと思います。
　多くの会員の方々のご出
席をお待ちしております。
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